
慶長5年（1600）の関ヶ原の戦いに敗れた毛利輝元は、防長2か国に移封され、慶長9年（1604）、萩に開
府した。以来260年余り、萩は毛利36万9,000石の城下町として発展し、また幕末期には近代日本の礎を築い
た人々を輩出する明治維新胎動の地となった。萩は、この藩政期260年間に形成された城下町のたたずまいが、
都市遺産として今日まで継承されている。

萩市の維持・向上すべき歴史的風致 第2期計画期間：平成31年度（2019）～平成40年度（2028）

萩市の位置

（１）祭礼等城下の町内（まちうち）における歴史的風致

萩市の中心をなす市街地は、三角州全域及びその周辺であり、その町内には、藩政時代
より続く住吉祭、天神祭の二大祭礼が藩政時代の城下町を起源とする萩の「町らしさ」を
今に伝えるとともに、地域の結束の基盤として重要な役割を果たしている。また、藍場川(あ
いばがわ)は、洗い場等として現在も利用されるなど市民の営みと密接に関わっている。

ふなうた ひ や こまち あいばがわ

お船謡 平安古町（手回り備え組） 藍場川の洗い場

（２）夏みかんに関わる歴史的風致

明治時代以降に、三角州及びその周辺で始まった大規模な夏みかん栽培と、その加工品
である夏みかん菓子製造は、地域の歴史的風致形成に大きく寄与しており、伝統的建造物
群保存地区内の伝統的建造物等と夏みかんが織り成す歴史的景観やその香りが、栽培や
加工などをはじめとした人々の営みと一体となって、萩の良好な環境を形成している。

土塀と夏みかん 夏みかんの皮むき作業 夏みかん菓子

（３）明治維新に関わる歴史的風致

明治維新の原動力となった維新の志士、近代国家確立に尽力した政治家、実業家など、そ
の前後の時代に多くの逸材を生み出したこの萩の地には、今も彼らの生涯や教えが語り、受
け継がれ、そして旧宅などの史跡は、教育の場や顕彰の場として大切に保存され、町並みと
ともに、歴史の重みを感じさせる雰囲気を漂わせている。

しょう かそんじゅく しょういん はんしゃろ

松下村塾 「松陰先生のことば」朗唱 萩反射炉（世界文化遺産）

（４）茶道にみる歴史的風致

萩には、表千家、裏千家、遠州流、小堀遠州流といった茶道を代表する４流派が活躍してお
り、各流派とも多くの市民が属し、市内各所において茶道文化を嗜んでいる。萩藩開祖の毛
利氏から受け継がれてきた茶道文化、萩焼、茶菓子が歴史的景観を織り成す萩城跡をはじ
め城下の旧宅や茶室などと一体となって、萩独特の風情を醸し出している。

こぼりえんしゅうりゅう

はなのえちゃてい

花江茶亭 萩焼（抹茶茶碗） 萩・大茶会

（５）漁とその加工に関わる歴史的風致

萩の沿岸部において、萩沖の豊かな漁場に支えられた様々な漁が古くから行われ、かつ、そ
れぞれの港町において、これらの加工品が伝統的な技法によって生産される風景が広がって
いる。歴史的な建造物が残る港町と漁、その伝統的な加工技法や行事が一体となって、地域
の豊かな生業の織りなす良好な風情が今なお漂っている。

おふなぐら

御船倉（国指定の史跡） シロウオ漁の様子 シラス干しの様子

（６）萩市内の民間信仰に関わる歴史的風致

農村集落では豊作を、漁村集落では漁の安全と豊漁を、萩城下町では繁栄など、それぞれ
の願いを込めた多様な信仰行事等が、市民生活の中で今なお引き継がれており、地域の歴
史や伝統、文化を反映し、コミュニティづくりの柱となっている。寺院や社殿など歴史的な建造
物と信仰行事が一体となって良好な環境を形成し、地域の豊かな趣を醸し出している。

とものぶかぐらまい だいおうほうでん まんとうえ

友信神楽舞 東光寺（大雄宝殿） 萩・万灯会



萩市の重点区域における事業の概要 重点区域の名称：萩市歴史的風致保存区域 重点区域の面積：1,240ha

重点区域においては、文化財や歴史的な建造物等と各地域で行われる歴史や伝統を反映した人々の活動が現在も継承されている地域において歴史的風致を構成する
文化財や人々の活動の維持、発展に寄与する施策を重点的かつ効果的に推進するものとする。

萩・夏みかんまつり 萩・大茶会 萩・万灯会（まんとうえ） 萩まちじゅう博物館文化遺産活用事業

はぎはんしゃろ

（1）歴史的建造物等の保存・活用及び周辺環境の保全に関する事業

② 恵美須ヶ鼻造船所跡保存整備事業

世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」の構成資産の一つであ
る本遺跡の調査研究・保存整備を行い、その歴史的価値を情報発
信する。

③ 萩城跡保存整備事業
史跡萩城跡を構成している重要な石垣の保存修理、城内の整備を
行うことにより、萩城跡に位置する伝統的建造物との歴史的景観
の向上を図る。

④ 重要伝統的建造物群保存地区保存修理事業
重要伝統的建造物群保存地区の伝統的建造物の保存修理等に対す
る支援等を行い、伝統的建造物や歴史的景観との保全を図る。

（1）歴史的建造物等の保存・活用及び周辺環境の保全に関する事業
え び す はな

（2）歴史・文化・伝統を反映した活動の継承に関する事業

① 萩時代まつり
萩藩５代藩主毛利吉元が金谷神社の社殿を修復したことを契機に
始まった奉納行列であり、約300年にわたる伝統行事を後世に継
承する。

⑤ 萩・大茶会
古くから市民に親しまれている萩の茶の湯文化を、伝統的工芸品
である萩焼とともに紹介、体験できる「萩・大茶会」を史跡萩城
跡を中心として開催する。萩市の歴史的風致を活用した歴史、文
化を広く発信する。

⑧ 萩・夏みかんまつり
萩・夏みかんまつりを通じ、萩の伝統的建造物が多く残る景観と
夏みかんの深い関係を広く情報発信する。

（2）歴史・文化・伝統を反映した活動の継承に関する事業

（３）歴史の普及・啓発に関する事業

① 浜崎伝建おたから博物館
萩市浜崎伝統的建造物群保存地区を舞台に住民手作りのイベント
を開催し、本市固有の歴史的風致を市民等に広く情報発信する。

⑤ 萩まちじゅう博物館文化遺産活用事業
まちのおたから（文化遺産）を次世代に伝えていくため、まち
じゅうに広がるおたからの調査・認定・公開事業を市民と協働で
取り組む。

（３）歴史の普及・啓発に関する事業

もう り よしもと

保存修理後のイメージ ➜

修復中の萩城跡の石垣 ➜

恵美須ヶ鼻造船所跡 ➜

草履舞い（ぞうりまい） ➜

萩・大茶会の様子 ➜

萩・夏みかんまつりの様子 ➜

浜崎伝建おたから博物館の様子 ➜

調査結果をまとめたおたからマップ ➜

恵美須ヶ鼻造船所跡

史跡萩城跡

●金谷神社

萩反射炉

東光寺

大照院

●住吉神社


